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テーマ めあてを持って、自分から進んで運動に取り組む児童の育成 

１ ねらい 

(1) 運動の楽しさに触れ、生涯を通して、運動に親しむ態度や能力を身に付けさせる。 

(2) 教科体育を中心とし、運動の楽しさや喜びを味わわせる授業をとおし、体力の向上を図る。 

２ 実践内容 

平成 20 年度から宇都宮市で実施している宇都宮元気っ子プロジェクト「体力の増強」に関する施策

に基づき、体力の向上に係る取組を展開した。以下に示す学校の特徴的な取組や指導の工夫を全職員

で実践した。 

(1) 体育授業に関する工夫 

ア 学校全体で、体育の授業では準備運動後に必ず「３分間走」を実施することとし、運動量の確

保に努めた。 

イ さまざまな運動事例を取り上げた学校独自の５分間体力向上プログラムを活用した。また、学

校の施設・器具を有効に活用したサーキットメニューを体育館バージョンと校庭バージョンの２

種類作成し、効果的に活用した。 

ウ 体育主任が「体育通信」を発行し、他の教員に教材の活用例や指導方法の工夫などを紹介する

ことで、指導力向上を図った。さらに市内小中学校のネットワークでも公開しており、取組の普

及と啓発にも努めた。 

エ 学習カードを職員間で共有できるよう、ひとつのファイルにとじ込み、活用を促した。 

オ 体育館の壁に運動の行い方や体の動かし方、各種プログラムのメニュー、ボール投げの「的あ

て」など掲示物を設け、体育の授業で活用した。 

(2) 休み時間等における工夫 

ア 業間休み時間を利用した「横西タイム」において、全校ジェンカ、持久走、ドッジボール大会、

大縄跳び大会など体育的活動を実施した。多くの児童がその大会を目指して、休み時間などに自

分から進んで練習に取り組んだ。 

イ 児童が運動する機会を増やすため、昼休み時間の体育館開放を行った。（月ごとに対象学年を替

える。） 

ウ ロング昼休みを定期的に設け、縦割り班遊びとして、ドッジボールや鬼ごっこなどの運動遊び

を実施した。 

(3) 集団指導の定着による効果 

校務分掌に集会指導担当を位置付けるなど、学校経営において集団行動を重視している。指導効

率と学習効果が高まるとともに、児童の体力向上や危機管理体制の充実にも良い影響を及ぼした。 

３ 成果 

(1) 体育授業中の運動量を豊富に確保することができた。 

(2) 各種運動の基礎が身に付いてきており、児童の基礎的な運動能力が尐しずつ向上している。 

(3) 横西タイムの有効的な活用等により、様々な場面において運動の楽しさや喜びを味わわせること

ができた。 
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○ 体育授業の充実 

学校独自の５分間体力向上プログラムやサーキットメニューなど効果的に活用した。また、各種プログラムのメ

ニュー、ボール投げの「的あて」などを児童がすぐに見て利用できるよう掲示し、運動の日常化を図った。 

○ 横西体育通信の発行と学

習カードの共有 

職員間で資料や情報を共有

し、指導力の向上に努めた。 

○ 横西タイムにおける体育

的行事の実施 

業間の休み時間を活用して、

全校ジェンカ、持久走、ドッジ

ボール大会、大縄跳び大会など

を実施し、体を動かす楽しさや

喜びを味わわせた。 


